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■概要 

 

調 査 目 的 
施策や事業に対する市民の満足度や期待する施策を聞き、「第６次益田市総合振興計画 

後期基本計画」の策定に関する基礎資料とするために実施。 

調 査 対 象 者 益田市在住の 18歳以上の市民から 1,478名を無作為に抽出 

調 査 期 間 令和 7年 7月 7日～7月 21日（〆切日） 

回 収 状 況 配布：1,478 通、回収数 463 通 回収率 31.3％ 

 

■設問一覧 

 

回答者属性 -------------------------------------------------------------------- 3 

益田市のまちづくりに対する評価・期待 ------------------------------------------------- 5 

益田市の自慢できるところ、きらいなところ ---------------------------------------------- 23 
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■総括 

＜益田市のまちづくりに対する評価・期待について（全体総括）＞ 

 基本目標Ⅱ（教育・歴史・文化）に関する施策は、他の施策と比較して、実感度・充実期待度ともに高く、

「ひとづくり」に関する施策・まちづくりの成果がみられる。 

 一方、充実期待度の高い施策の中で、基本目標Ⅳ（交通・通信基盤）、特に道路整備に関する項目の実

感度が低い状況となっており、重点的な改善・整備が求められる。 

 充実期待度が高い施策の中で、特に実感度が高い施策は、「Ⅱ-15 島根芸術センター「グラントワ」を核と

した芸術・文化の振興」となっている。 

 一方で、実感度が特に低く、重点的な改善が求められるのは「Ⅲ-10 次代を担う若者の地元就職の促進と

定着支援」となっている。 

 「横断-4 先端技術を活用した将来にわたって暮らしやすいまちづくりの推進」は充実期待度が高い項目に

含まれないが、実感度が各施策の中で、最も低い状況であり、ＤＸの取組等、暮らしに好影響を与えるまで

の取組や成果を市民が実感していない状況である。 

 

［参考：充実期待度が高い施策一覧］ 

目標 
実感度高・充実期待度高 

（重点的な維持が必要） 

実感度低・充実期待度高 

（重点的な改善が必要） 

横断

目標 

 －  － 

基本
目標 
Ⅰ 

3 

6 

10 

11 

 

 

12 

14 

16 

多様な子育て支援ニーズに対応した保育サービスの充実 

保健予防体制の充実 

感染症予防対策の充実 

益田市赤十字病院・益田地域医療センター医師会病院

及び松ヶ丘病院を核とした医療機関の連携による地域

医療の確保 

救急医療体制の充実 

国民健康保険財政の健全運営 

地域医療包括ケアシステムの推進 

13 

17 

 

18 

無医地区などの地域医療体制の充実 

市民ニーズに対応した各種介護・障がい福祉サービスの体

制の充実 

高齢者や障がい者が安心して生活できる環境づくり 

基本
目標 
Ⅱ 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

12 

13 

15 

 

16 

18 

地域ぐるみでの教育の推進 

確かな学力の向上を目指した教育の推進 

子どもの可能性を伸ばす、個別最適化の推進 

ふるさとを愛し、誇りを持つ心を育てる教育の推進 

豊かな心をはぐくむ教育の推進 

教育環境の整備・活用 

ライフキャリア教育の推進による生きる力の育成 

気軽に読書に親しめる環境の整備 

豊かな歴史・文化資源の保存・継承・調査・活用 

島根県芸術文化センター「グラントワ」を核とした芸

術・文化の振興 

食への感謝の気持ちや意識・知識の向上 

安心・安全な食の提供 

 ― 

基本
目標 
Ⅲ 

６ 

７ 

地産地消の推進 

地域産品の高付加価値化の推進 

９ 

10 

18 

石見臨空ファクトリーパークなどへの新規企業の立地促進 

次代を担う若者の地元就職の促進と定着支援 

広域連携の推進 

基本
目標 
Ⅳ 

 ― １

２

３ 

４ 

８ 

10 

安全できれいな道路環境づくり 

「グリーンライン 90」の整備促進 

高速道路網の整備促進 

国道・県道などの幹線道路の改良整備促進 

萩・石見空港路線の維持・拡大と利用促進 

高速情報通信基盤を活用した利便性の高いサービスの推進 

基本
目標 
Ⅴ 

10 

 

14 

15 

一般廃棄物の適正な処理とごみ分別収集によるリサイ

クル及び減量化の推進 

高津川・益田川などの河川の水質保全 

森林の公益機能を維持するための適正な管理 

４ 

11 

12 

美しい景観の保全 

下水道などの整備 

上下道施設の耐震化・更新の推進 
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［参考：充実期待度が高い施策一覧］ 

目標 
実感度高・充実期待度高 

（重点的な維持が必要） 

実感度低・充実期待度高 

（重点的な改善が必要） 

基本
目標 
Ⅵ 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

生活・交通安全対策の充実 

防犯体制の充実・強化 

防災体制の充実 

地震や土砂崩れなどの自然災害対策の充実 

消防・救急・救助体制の充実・強化 

９ U・I ターンの支援 

基本
目標 
Ⅶ 

６ 

７ 

 

健全な財政運営の推進 

公共施設の最適化と利活用の推進 

 

 

 

 

５ 市民ニーズに対応した行政サービスの向上と職員人材育

成の強化 

 

＜益田市版 SDGｓの進捗状況について＞ 

 目標達成への実感（「概ね達成した」「達成した」の合計）は最大でも 2 割未満、各自の取組（「取り組めた」

「やや取り組めた」の合計）は最大でも 4 割未満であり、益田市版ＳＤＧｓの推進に向けて、更なる推進が必

要である。 

 目標達成の実感が高い項目は、「②地産地消でより豊かな生活を」「④子どもも大人も一緒に成長しよう」

「⑥豊かな水辺環境を守ろう」となっている。 

 各自の取組の実感が高い項目は「②地産地消でより豊かな生活を」「⑤「自分らしく」を尊重しよう」「⑥豊か

な水辺環境を守ろう」となっている。 

 目標達成への実感、取組の実感ともに、「⑨時代に適応した産業・通信基盤をつくろう」「⑯公平・公正と安

心・安全をみんなに」「⑰協働で目標や課題に取り組もう」が低く、人口減少に向けて、先端技術を活用した

まちづくりや協働のまちづくり等の推進・意識醸成が求められる。 

 

＜デジタル技術の活用について＞ 

 デジタル技術を活用する上で重要な点については、「遠隔医療などの医療・健康・福祉への活用」「災害予

測など災害対策への活用」が多く挙げられている。 

 

＜益田市の自慢できるところ、きらいなところ＞ 

 益田市の「良さ（自慢できるところ）」については、「風土や気候が良い」「一級河川高津川などの豊富な水

資源」などが多く挙げられている。 

 益田市の「不満（きらいなところ）」については、「公共交通（空港、鉄道、バス）の利便性」「医療機関の利便

性や充実」などが多く挙げられている。 
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■集計報告 

回答者属性 

問１ 性別 問２ 年齢 

  

問３ 職業 問４ 住所 

 

地区名 件数 ％ 地区名 件数 ％

全体 463 100.0 二条地区 3 0.6

益田地区 88 19.0 美濃地区 6 1.3

吉田地区 99 21.4 小野地区 17 3.7

高津地区 67 14.5 中西地区 20 4.3

安田地区 39 8.4 二川地区 3 0.6

鎌手地区 17 3.7 都茂地区 10 2.2

種地区 3 0.6 東仙道地区 11 2.4

北仙道地区 3 0.6 匹見上地区 10 2.2

豊川地区 9 1.9 匹見下地区 3 0.6

真砂地区 4 0.9 道川地区 0 0.0

西益田地区 46 9.9 無回答 5 1.1  

問５ 住んでいる年数 
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15.0%
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20.0%

20.0%

25.0%

25.0%

25.0%

25.0%

25.0% 10.0%

15.0%

20.0% 15.0%

15.0%

15.0% 5.0%

5.0%

5.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

項目Ｃ

項目Ｂ

項目Ａ

満足 まあ満足 やや不満 不満 わからない 無回答

 

（実感度・充実期待度の分析） 

問６では、以下のとおり選択肢を基に各項目を評価する点数（以下「評価点」という。）をつけて、その平

均値で実感度と充実期待度を比較する。評価点が大きければ実感度（充実期待度）は高く、小さければ

実感度（充実期待度）は低くなる。 

 

実 感 度  充 実 期 待 度 

選 択 肢 点 数  選 択 肢 点 数 

高 い ２  高 い ２ 

やや高い １  やや高い １ 

ふつう ０  ふつう ０ 

やや低い －１  やや低い －１ 

低 い －２  低 い －２ 

 

●評価点の算出方法（加重平均）※ 実感度を例にしていますが、充実期待度も同様。 

{（「低い」の数×(-２）＋（「やや低い」の数×(-１)）＋（「ふつう」の数×０）＋ 

（「やや高い」の数×１）＋（「高い」の数×２）}÷「無回答を除く回答者の数」 

 

例：回答者 100 人から、以下のような回答結果があった場合 

 

・項目Ａ … 評価点 -0.26   ※項目Ａ～Ｃのうち Ａの実感度が一番低い。 

{(20×(－２))＋(25×(－１))＋(25×0)＋(10×１)＋(15×２)}÷95＝ -0.26 
 

・項目Ｂ … 評価点 -0.10    

{(15×(－２))＋(25×(－１))＋(25×0)＋(15×１)＋(15×２)}÷95＝ -0.10 
 

・項目Ｃ … 評価点 0.00  

{(15×(－２))＋(20×(－１))＋(25×0)＋(20×１)＋(15×２)}÷95＝  0.00 

低い やや低い ふつう やや高い 高い 
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益田市のまちづくりに対する評価・期待 

問６ 益田市の取組について『①実感度』と『②充実期待度』の評価をしてください。 

 

■横断目標 社会に対応できる持続可能なまち 

①実感度 

 実感度が「高い」「やや高い」の合計は、「多様な主体による協働活動の推進：（6.7％）」が最も多く、次いで「将来

の益田市を担う人材育成の推進：（4.7％）」となっている。 

 一方で「低い」「やや低い」の合計は「先端技術を活用した将来にわたって暮らしやすいまちづくりの推進：

（63.5％）」が６割以上を占めており、次いで「関係人口の拡大推進による人材確保：（56.4％）」が多くなっている。 

 

②充実期待度 

 充実期待度が「高い」「やや高い」の合計は、「将来の益田市を担う人材育成の推進：（30.7％）」が最も多く、次い

で「関係人口の拡大推進による人材確保：（29.1％）」となっている。 

 充実期待度が「低い」「やや低い」の合計は、「先端技術を活用した将来にわたって暮らしやすいまちづくりの推

進：（32.1％）」が多く、次いで「関係人口の拡大推進による人材確保：（30.2％）」となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ≪横断目標：CS 分析≫ 

 実感度・充実期待度ともに平均値より高い項目は、「1 将来の益田市を担う人材育成の推進」「3 多様な主体による

協働活動の推進」となっている。 

実
感
度 

高 

高 

充実期待度 実感度

1 将来の益田市を担う人材育成の推進 0.03 -0.70

2 関係人口の拡大推進による人材確保 -0.07 -0.76

3 多様な主体による協働活動の推進 0.01 -0.51

4 先端技術を活用した将来にわたって暮らしやすいまちづくりの推進 -0.09 -0.87

平均 -0.03 -0.71

項目
加重平均値

取組を維持していく
必要があるもの

今後も取組を
重点的に維持していく
必要があるもの

優先度が比較的
低いもの

特に重点的に改善に
取り組む必要があるもの

高

高

実

感

度

充実期待度

右記グラフは、縦軸に実感度、横軸に充実期待度を設定し、各取り組みの

加重平均を算出し、４つの領域に整理区分、充実度と今後の取組度合いの

相関関係を表したものである。 

【相関図の見方】 

図の上側にあるほど実感度が高く、右側にあるほど充実期待度が高いこと

を示している。 

実感度高・充実期待度高 
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■基本目標１ 子育てに優しく、誰もが健やかに暮らせるまち 

①実感度 

 実感度が「高い」「やや高い」の合計は、「感染症予防対策の充実：（17.5％）」が最も多く、次いで「市民参画

による健康づくり活動の充実：（16.0％）」「益田赤十字病院・益田地域医療センター医師会病院及び松ヶ丘

病院を核とした医療機関の連携による地域医療の確保：（13.6％）」となっている。 

 実感度が「低い」「やや低い」の合計は、「無医地区などの地域医療体制の充実：（41.1％）」が最も多く、次い

で「安心して結婚し、子どもを産み育てられる環境づくり：（46.6％）」「共生社会の実現に向けたユニバーサル

デザイン・バリアフリーの推進：（45.6％）」となっている。 

 

 

②充実期待度 

 充実期待度が「高い」「やや高い」の合計は、「益田赤十字病院・益田地域医療センター医師会病院及び松

ヶ丘病院を核とした医療機関の連携による地域医療の確保：（44.5％）」が最も多く、次いで「救急医療体制

の充実：186（40.2％）」「子育てと仕事が両立できる環境づくり：（35.9％）」となっている。 

 充実期待度が「低い」「やや低い」の合計は、「安心して結婚し、子どもを産み育てられる環境づくり：

（24.0％）」が最も多く、次いで「無医地区などの地域医療体制の充実：（21.6％）」となっている。 
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≪基本目標Ⅰ：CS 分析≫ 

 

 実感度が平均値よりも低く、充実期待度が平均値より高い項目は「11 益田赤十字病院・益田地域医療センター医

師会病院及び松ヶ丘病院を核とした医療機関の連携による地域医療の確保」「13 無医地区などの地域医療体制

の充実」「17 市民ニーズに対応した各種介護・障がい福祉サービス体制の実施」「18 高齢者や障がい者が安心し

て生活できる環境づくり」となっている。 

 また、実感度・充実期待度ともに平均値より高い項目は、「3 多様な子育て支援ニーズに対応した保育サービスの

充実」「6 保健予防体制の充実」「10 感染予防対策の充実」「12 救急医療体制の充実」「14 国民健康保険財政

の健全運営」「16 地域包括ケアシステムの推進」となっている。 

 

取組を維持していく
必要があるもの

今後も取組を
重点的に維持していく
必要があるもの

優先度が比較的
低いもの

特に重点的に改善に
取り組む必要があるもの

高

高

実

感

度

充実期待度

右記グラフは、縦軸に実感度、横軸に充実期待度を設定し、各取り組みの

加重平均を算出し、４つの領域に整理区分、充実度と今後の取組度合いの

相関関係を表したものである。 

【相関図の見方】 

図の上側にあるほど実感度が高く、右側にあるほど充実期待度が高いこと

を示している。 

実感度高・充実期待度高 

実感度低・充実期待度

高 

充実期待度 実感度

1 安心して結婚し、子どもを産み育てられる環境づくり 0.13 -0.57

2 地域ぐるみの子育て支援の推進と学びや活動の場の創出 0.17 -0.39

3 多様な子育て支援ニーズに対応した保育サービスの充実 0.24 -0.23

4 特に支援を必要とする子どもや家庭への支援体制の充実 0.13 -0.41

5 子育てと仕事が両立できる環境づくり 0.19 -0.45

6 保健予防体制の充実 0.22 -0.11

7 各世代に応じた予防活動の充実 0.18 -0.18

8 市民参画による健康づくり活動の充実 0.15 -0.15

9 地域資源を活用した心と身体の健康づくりの推進 0.09 -0.30

10 感染症予防対策の充実 0.26 -0.07

11 益田赤十字病院・益田地域医療センター医師会病院及び

　松ヶ丘病院を核とした医療機関の連携による地域医療の確保
0.42 -0.40

12 救急医療体制の充実 0.37 -0.33

13 無医地区などの地域医療体制の充実 0.22 -0.58

14 国民健康保険財政の健全運営 0.23 -0.33

15 地域共生社会の推進 0.18 -0.37

16 地域包括ケアシステムの推進 0.26 -0.34

17 市民ニーズに対応した各種介護・

　障がい福祉サービス体制の充実
0.23 -0.43

18 高齢者や障がい者が安心して生活できる環境づくり 0.25 -0.43

19 障がい者の就労の場づくりと社会参画支援 0.19 -0.37

20 共生社会の実現に向けたユニバーサルデザイン・

　バリアフリーの推進
0.13 -0.55

21 自立を支えるセーフティネットの構築の推進 0.08 -0.42

22 人権・同和教育と人権啓発の推進 0.10 -0.25

23 あらゆる分野での男女共同参画の促進 0.09 -0.35

平均 0.20 -0.35

項目
加重平均値

実
感
度 

高 

充実期待度 
高 
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■基本目標Ⅱ ふるさとを想う心にあふれた人が育つまち 

①実感度 

 実感度が「高い」「やや高い」の合計は、「島根県芸術文化センター「グラントワ」を核とした芸術・文化の振

興：（26.1％）」が最も多く、次いで「安心・安全な食の提供：（16.0％）」「伝統文化を守り、継承する活動の支

援：（14.3％）」となっている。 

 実感度が「低い」「やや低い」の合計は、「スポーツの指導者・スポーツボランティアの育成：（41.3％）」が最も

多く、次いで「益田市型中高一貫教育の推進：（40.6％）」「地域間・団体間の連携による多様な学習機会の

創出と指導者のネットワーク化：（40.4％）」となっている。 

 

 

 

②充実期待度 

 充実期待度が「高い」「やや高い」の合計は、「島根県芸術文化センター「グラントワ」を核とした芸

術・文化の振興：（46.0％）」が最も多く、次いで「ふるさとを愛し、誇りを持つ心を育てる教育の推進：

（36.3％）」「安心・安全な食の提供：（36.3％）」となっている。 

 充実期待度が「低い」「やや低い」の合計は、「益田市型中高一貫教育の推進：（19.7％）」が最も多

く、次いで「スポーツの指導者・スポーツボランティアの育成：（19.6％）」「地域間・団体間の連携によ

る多様な学習機会の創出と指導者のネットワーク化：（18.6％）」となっている。 
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≪基本目標Ⅱ：CS 分析≫ 

 

 平均値よりも実感度が低く、充実期待度が高い項目は「2 確かな学力の向上を目指した教育の推進」「3 子ども

の可能性を伸ばす、個別最適化の推進」となっている。 

 また、実感度・充実期待度ともに平均値より高い項目は、「1 地域ぐるみでの教育の推進」「4 ふるさとを愛し、誇り

を持つ心を育てる教育の推進」「6 教育環境の整備・活用」「12 気軽に読書を楽しめる環境の整備」「13 豊かな

歴史・文化資源の保存・継承・調査・活用」「14 伝統文化を守り、継承する活動の支援」「15 島根県芸術文化セ

ンター「グラントワ」を核とした芸術・文化の振興」「16 食への感謝の気持ちや意識・知識の向上」「18 安心・安全

な食の提供」となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取組を維持していく
必要があるもの

今後も取組を
重点的に維持していく
必要があるもの

優先度が比較的
低いもの

特に重点的に改善に
取り組む必要があるもの

高

高

実

感

度

充実期待度

右記グラフは、縦軸に実感度、横軸に充実期待度を設定

し、各取り組みの加重平均を算出し、４つの領域に整理区

分、充実度と今後の取組度合いの相関関係を表したもので

ある。 

【相関図の見方】 

図の上側にあるほど実感度が高く、右側にあるほど充実

期待度が高いことを示している。 

充実期待度 実感度

1 地域ぐるみでの教育の推進 0.24 -0.19

2 確かな学力の向上を目指した教育の推進 0.25 -0.34

3 子どもの可能性を伸ばす、個別最適化の推進 0.28 -0.32

4 ふるさとを愛し、誇りを持つ心を育てる教育の推進 0.32 -0.26

5 豊かな心を育む教育の推進 0.21 -0.27

6 教育環境の整備・活用 0.30 -0.30

7 ライフキャリア教育の推進による生きる力の育成 0.21 -0.33

8 益田市型中高一貫教育の推進 0.10 -0.52

9 地域間、団体間の連携による多様な学習機会の創出と 0.06 -0.51

10 知識・技術を持った人の能力を活かした学習プログラム 0.11 -0.48

11 社会教育の推進と活動拠点づくり 0.16 -0.31

12 気軽に読書に親しめる環境の整備 0.23 -0.25

13 豊かな歴史・文化資源の保存・継承・調査・活用 0.27 -0.25

14 伝統文化を守り、継承する活動の支援 0.27 -0.26

15 島根県芸術文化センター「グラントワ」

　を核とした芸術・文化の振興
0.50 0.02

16 食への感謝の気持ちや意識・知識の向上 0.28 -0.17

17 地域の食文化の継承 0.20 -0.25

18 安心・安全な食の提供 0.35 -0.11

19 食と農に関する理解の推進 0.19 -0.34

20 スポーツ環境の充実 0.13 -0.37

21 スポーツイベントなどを通じた地域間交流の推進 0.15 -0.38

22 市民の体力・競技力の向上 0.17 -0.36

23 スポーツの指導者・スポーツボランティアの育成 0.07 -0.51

平均 0.22 -0.31

項目
加重平均値

実感度高・充実期待度高 

実感度低・充実期待度高 

実
感
度 

高 

充実期待度 
高 
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■基本目標Ⅲ 産業・観光振興による活力あるまち 

①実感度 

 実感度が「高い」「やや高い」の合計は、「地産地消の推進：（22.9％）」が最も多く、次いで「自転車を活用し

た観光・交流の推進：（15.5％）」「地域産品の交付付加価値化の推進：（14.0％）」となっている。 

 実感度が「低い」「やや低い」の合計は、「国内交流・国際交流の推進：（56.4％）」が最も多く、次いで「インバ

ウンド観光の充実：（54.7％）」「次代を担う若者の地元就職の促進と定着支援：（53.3％）」となっている。 

 

 

 

②充実期待度 

 充実期待度が「高い」「やや高い」の合計は、「地産地消の推進：（45.1％）」が最も多く、次いで「地域産品の

交付付加価値：168（36.3％）」「次代を担う若者の地元就職の促進と定着支援：（53.3％）」となっている。 

 充実期待度が「低い」「やや低い」の合計は、「インバウンド観光の充実：（25.9％）」が最も多く、次いで「国内

交流・国際交流の推進：（25.5％）」「次代を担う若者の地元就職の促進と定着支援：（22.7％）」となってい

る。 
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≪基本目標Ⅲ：CS 分析≫ 

 

 平均値よりも実感度が低く、充実期待度が高い項目は、「1 意欲ある担い手の育成・支援」「9 石見臨空ファクトリ

ーパークなどへの新規企業の立地促進」「10 次代を担う若者の地元就職の促進と定着支援」となっている。 

 また、実感度・充実期待度ともに平均値よりも高い項目は、「6 地産地消の推進」「7 地域産品の高付加価値化の

推進」となっている。 

 

 

充実期待度 実感度

1 意欲のある担い手の育成・支援 0.18 -0.62

2 地域営農体制づくりと生産基盤の整備 0.15 -0.57

3 環境保全型農業とGAPの推進 0.16 -0.50

4 豊富な森林資源を活かした林業の振興 0.07 -0.67

5 川と海の恵みを活かした水産業の振興 0.14 -0.59

6 地産地消の推進 0.48 -0.10

7 地域産品の高付加価値化の推進 0.39 -0.35

8 既存企業の育成支援 0.17 -0.51

9 石見臨空ファクトリーパークなどへの

　新規企業の立地促進
0.23 -0.65

10 次代を担う若者の地元就職の促進と定着支援 0.25 -0.71

11 新規創業と事業継承の支援 0.12 -0.70

12 再生可能エネルギーの利用による事業化の促進 0.07 -0.63

13 観光地域づくりの推進 0.14 -0.64

14 認知度向上を目指した効果的な情報の発信 0.16 -0.70

15 インバウンド観光の充実 -0.03 -0.79

16 国内交流・国際交流の推進 0.12 -0.75

17 自転車を活用した観光・交流の推進 0.15 -0.31

18 広域連携の推進 0.23 -0.50

平均 0.18 -0.57

項目
加重平均値

取組を維持していく
必要があるもの

今後も取組を
重点的に維持していく
必要があるもの

優先度が比較的
低いもの

特に重点的に改善に
取り組む必要があるもの

高

高

実

感

度

充実期待度

右記グラフは、縦軸に実感度、横軸に充実期待度を設定

し、各取り組みの加重平均を算出し、４つの領域に整理区

分、充実度と今後の取組度合いの相関関係を表したもので

ある。 

【相関図の見方】 

図の上側にあるほど実感度が高く、右側にあるほど充実

期待度が高いことを示している。 

実感度高・充実期待度高 

実感度低・充実期待度高 

充実期待度 
高 

実
感
度 

高 
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■基本目標Ⅳ ひと・もの・情報をつなぐネットワークが整備されたまち 

①実感度 

 実感度が「高い」「やや高い」の合計は、「高速道路網の整備促進：（10.2％）」が最も多く、次いで「萩・石見

空港路線の維持・拡大と利用促進：（8.2％）」「市道（街路）・農道・林道の整備：（6.3％）」となっている。 

 実感度が「低い」「やや低い」の合計は、「持続可能な公共交通体系の維持と確保を目指した地域との協

働：（55.3％）」が最も多く、次いで「交通事業者や関係機関と連携した公共交通の利用促進：（53.6％）」「市

道（街路）・農道・林道の整備：（47.3％）」となっている。 

 

 

 

 

 

 

②充実期待度 

 充実期待度が「高い」「やや高い」の合計は、「高速道路網の整備促進：（41.5％）」が最も多く、次いで

「国道・県道などの幹線道路の改良整備促進：（38.5％）」「安全できれいな道路環境づくり：（37.8％）」と

なっている。 

 充実期待度が「低い」「やや低い」の合計は、「持続可能な公共交通体系の維持と確保を目指した地域と

の協働：（25.5％）」が最も多く、次いで「交通事業者や関係機関と連携した公共交通の利用促進：

（25.2％）」「市道（街路）・農道・林道の整備：（23.3％）」となっている。 
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≪基本目標Ⅳ：CS 分析≫ 

 

 実感度・充実期待度ともに低い項目は「7 持続可能な公共交通体系の維持と確保を目指した地域との協働・連携」と

なっている。 

 また、実感度・充実期待度ともに平均値よりも高い項目は、「1 安全できれいな道路環境づくり」「2 「グリーンライン

90」の整備促進」「3 高速道路網の整備促進」「4 国道・県道などの幹線道路の改良整備促進」「8 萩・石見空港路線

の維持・拡大と利用促進」「10 高速情報通信基盤を活用した利便性の高いサービスの推進」となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

充実期待度 実感度

1 安全できれいな道路環境づくり 0.31 -0.44

2 「グリーンライン90」の整備促進 0.23 -0.49

3 高速道路網の整備促進 0.33 -0.53

4 国道・県道などの幹線道路の改良整備促進 0.24 -0.55

5 市道（街路）・農道・林道の整備 0.15 -0.65

6 交通事業者や関係機関と連携した公共交通の利用促進 0.07 -0.76

7 持続可能な公共交通体系の維持と確保を目指した

　地域との協働・連携
0.04 -0.77

8 萩・石見空港路線の維持・拡大と利用促進 0.29 -0.47

9 情報通信格差の是正 0.19 -0.49

10 高速情報通信基盤を活用した利便性の高いサービスの推進 0.24 -0.42

平均 0.21 -0.56

項目
加重平均値

取組を維持していく
必要があるもの

今後も取組を
重点的に維持していく
必要があるもの

優先度が比較的
低いもの

特に重点的に改善に
取り組む必要があるもの

高

高

実

感

度

充実期待度

右記グラフは、縦軸に実感度、横軸に充実期待度を設定

し、各取り組みの加重平均を算出し、４つの領域に整理区

分、充実度と今後の取組度合いの相関関係を表したもので

ある。 

【相関図の見方】 

図の上側にあるほど実感度が高く、右側にあるほど充実

期待度が高いことを示している。 

実感度高・充実期待度高 

実
感
度 

充実期待度 
高 

高 
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■基本目標Ⅴ 安全で快適な環境で暮らせるまち 

①実感度 

 実感度が「高い」「やや高い」の合計は、「一般廃棄物の適正な処理とごみの分別収集によるリサイクル

及び減量化の推進：（19.0％）」が最も多く、次いで「高津川・益田川などの河川の水質保全：（18.3％）」

「下水道などの整備：（6.5％）」となっている。 

 実感度が「低い」「やや低い」の合計は、「市街地の整備、開発及び保全による都市機能の向上：

（52.5％）」が最も多く、次いで「安全・安心かつ快適な暮らしを実現する住宅及び居住空間の確保：

（48.8％）」「コンパクトで利便性の高い市街地の整備：（45.6％）」となっている。 

 

 

 

 

②充実期待度 

 充実期待度が「高い」「やや高い」の合計は、「一般廃棄物の適正な処理とごみの分別収集によるリサイク

ル及び減量化の推進：（40.7％）」が最も多く、次いで「高津川・益田川などの河川の水質保全：（39.4％）」

「地域の生活拠点における商業拠点の維持・向上：（37.3％）」となっている。 

 充実期待度が「低い」「やや低い」の合計は、「市街地の整備、開発及び保全による都市機能の向上：

（24.5％）」が最も多く、次いで「コンパクトで利便性の高い市街地の整備：（21.6％）」「地球環境保全に関

する取組の推進：100（21.6％）」となっている。 
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≪基本目標Ⅴ：CS 分析≫ 

 

 平均値よりも実感度が低く、充実期待度が高い項目は、「4 美しい景観の保全」「7 地域の生活拠点における商業拠

点の維持・向上」「11 下水道などの整備」「12 上下道施設の耐震化・更新の推進」となっている。 

 また、実感度・充実期待度ともに平均値より高い項目は、「10 一般廃棄物の適正な処理とごみ分別によるリサイクル及

び減量化の推進」「14 高津川・益田川などの河川の水質保全」「15 森林の公益機能を維持するための適正な管理」と

なっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

充実期待度 実感度

1 市街地の整備、開発及び保全による都市機能の向上 0.08 -0.69

2 コンパクトで利便性の高い市街地の整備 0.11 -0.58

3 地籍調査の推進 0.06 -0.58

4 美しい景観の保全 0.29 -0.47

5 安全・安心かつ快適な暮らしを実現する住宅及び居住空間の確保 0.15 -0.63

6 公園や親水空間などの日常生活の憩いの場の整備 0.14 -0.54

7 地域の生活拠点における商業拠点の維持・向上 0.26 -0.58

8 地球環境保全に関する取組の推進 0.00 -0.46

9 生活環境保全に関する取組の推進 0.10 -0.42

10 一般廃棄物の適正な処理とごみ分別収集による

　リサイクル及び減量化の推進
0.45 -0.01

11 下水道などの整備 0.23 -0.44

12 上水道施設の耐震化・更新の推進 0.26 -0.48

13 自然環境保全に対する市民意識の啓発 0.16 -0.29

14 高津川・益田川などの河川の水質保全 0.40 -0.05

15 森林の公益機能を維持するための適正な管理 0.20 -0.35

平均 0.19 -0.44

項目
加重平均値

高 

実
感
度 

高 

充実期待度 

取組を維持していく
必要があるもの

今後も取組を
重点的に維持していく
必要があるもの

優先度が比較的
低いもの

特に重点的に改善に
取り組む必要があるもの

高

高

実

感

度

充実期待度

右記グラフは、縦軸に実感度、横軸に充実期待度を設定

し、各取り組みの加重平均を算出し、４つの領域に整理区

分、充実度と今後の取組度合いの相関関係を表したもので

ある。 

【相関図の見方】 

図の上側にあるほど実感度が高く、右側にあるほど充実

期待度が高いことを示している。 

実感度高・充実期待度高 

実感度低・充実期待度高 
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■基本目標Ⅵ 人と人がつながり、支え合うまち 

①実感度 

 実感度が「高い」「やや高い」の合計は、「防犯体制の充実・強化：（11.0％）」が最も多く、次いで「地震や土

砂崩れなどの自然災害対策の充実：（9.5％）」「防災体制の充実：（7.7％）」となっている。 

 実感度が「低い」「やや低い」の合計は、「空き家活用における定住の促進：（45.5％）」が最も多く、次いで

「U・I ターンの支援：（41.5％）」「地域人材の育成と協働：（36.7％）」となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②充実期待度 

 充実期待度が「高い」「やや高い」の合計は、「地震や土砂崩れなどの自然災害対策の充実：（39.3％）」が

最も多く、次いで「消防・救急・救助体制の充実・強化：（38.6％）」「防犯体制の充実・強化：（37.2％）」となっ

ている。 

 充実期待度が「低い」「やや低い」の合計は、「空き家活用における定住の促進：（22.5％）」が最も多く、次い

で「U・I ターンの支援：（19.0％）」「地域人材の育成と協働：（16.4％）」となっている。 
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≪基本目標Ⅵ：CS 分析≫ 

 

 実感度が一番低い項目は、「10 空き家の活用による定住の促進」となっており、充実期待度が一番高い項目は「2 

防犯体制の充実・強化となっている。すべての項目で実感度が低く、充実期待度が高い傾向にある。 

 実感度・充実期待度ともに平均値より高い項目は、「1 生活・交通安全対策の充実」「2 防犯体制の充実・強化」「3 

防災体制の充実」「4 地震や土砂崩れなどの自然災害対策の充実」「5 消防・救急・救助体制の充実・強化」となって

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実
感
度 

充実期待度 
高 

高 

充実期待度 実感度

1 生活・交通安全対策の充実 0.31 -0.22

2 防犯体制の充実・強化 0.38 -0.22

3 防災体制の充実 0.34 -0.26

4 地震や土砂崩れなどの自然災害対策の充実 0.36 -0.30

5 消防・救急・救助体制の充実・強化 0.38 -0.28

6 地域自治組織を中心とした地域づくりの推進 0.15 -0.29

7 中山間地域における「小さな拠点づくり」の推進 0.18 -0.32

8 地域人材の育成と協働 0.17 -0.43

9 Ｕ・Iターンの支援 0.23 -0.48

10 空き家の活用による定住の促進 0.16 -0.56

平均 0.27 -0.34

項目
加重平均値

取組を維持していく
必要があるもの

今後も取組を
重点的に維持していく
必要があるもの

優先度が比較的
低いもの

特に重点的に改善に
取り組む必要があるもの

高

高

実

感

度

充実期待度

右記グラフは、縦軸に実感度、横軸に充実期待度を設定

し、各取り組みの加重平均を算出し、４つの領域に整理区

分、充実度と今後の取組度合いの相関関係を表したもので

ある。 

【相関図の見方】 

図の上側にあるほど実感度が高く、右側にあるほど充実

期待度が高いことを示している。 

実感度高・充実期待度高 
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■基本目標Ⅶ 健全で開かれた行財政運営が行われるまち  

①実感度 

 実感度が「高い」「やや高い」の合計は、「財政状況などの公表：（6.5％）」「行政情報の積極的な公開と情報

保障の確保：30（6.5％）」が最も多く、次いで「積極的な議事会活動の公表：（6.0％）」となっている。 

 実感度が「低い」「やや低い」の合計は、「市民ニーズに対応した行政サービスの向上と職員人材育成の強

化：（34.4％）」が最も多く、次いで「行政情報の積極的な公開と情報保障の確保：（33.3％）」「広報・広聴機

能の充実：（32.6％）」となっている。 

 

②充実期待度 

 充実期待度が「高い」「やや高い」の合計は、「行政情報の積極的な公開と情報保障の確保：（29.2％）」が

最も多く、次いで「市民ニーズに対応した行政サービスの向上と職員人材育成の強化：（28.8％）」「公共施

設の最適化と利活用の推進：（14.0％）」となっている。 

 充実期待度が「低い」「やや低い」の合計は、「積極的な議事会活動の公表：（14.9％）」が最も多く、次いで

「広報・広聴機能の充実：（14.1％）」「行政情報の積極的な公開と情報保障の確保：（13.8％）」となってい

る。 

 

 

 

 

 

≪基本目標Ⅶ：CS 分析≫ 

 平均よりも実感度が低く、充実期待度が高い項目は、「1 行政情報の積極的な公開と情報保障の確保」「5 市民ニー

ズに対応した行政サービスの向上と職員人材育成の強化」「6 健全な財政運営の推進」となっている。 

 実感度・充実期待度ともに平均値より高い項目は、「7 公共施設の最適化と利活用の推進」となっている。 

 

 

実
感
度 

高 

高 
充実期待度 

実感度高・充実期待度高 

実感度低・充実期待度高 

取組を維持していく
必要があるもの

今後も取組を
重点的に維持していく
必要があるもの

優先度が比較的
低いもの

特に重点的に改善に
取り組む必要があるもの

高

高

実

感

度

充実期待度

右記グラフは、縦軸に実感度、横軸に充実期待度を設定し、各取り組みの
加重平均を算出し、４つの領域に整理区分、充実度と今後の取組度合いの相
関関係を表したものである。 
【相関図の見方】 
図の上側にあるほど実感度が高く、右側にあるほど充実期待度が高いことを

示している。 

充実期待度 実感度

1 行政情報の積極的な公開と情報保障の確保 0.19 -0.39

2 広報・広聴機能の充実 0.15 -0.40

3 財政状況などの公表 0.14 -0.31

4 積極的な議会活動の公表 0.08 -0.36

5 市民ニーズに対応した行政サービスの向上と職員人材育成の強化 0.24 -0.43

6 健全な財政運営の推進 0.21 -0.40

7 公共施設の最適化と利活用の推進 0.23 -0.36

平均 0.18 -0.38

項目
加重平均値
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■施策全体総括 

目標 
実感度高・充実期待度高 

（重点的な維持が必要） 

実感度低・充実期待度高 

（重点的な改善が必要） 

横断

目標 

● 

 －  － 

基本
目標 
Ⅰ 
■ 

3 

 

6 

10 

11 

 

 

12 

14 

16 

多様な子育て支援ニーズに対応した保育

サービスの充実 

保健予防体制の充実 

感染症予防対策の充実 

益田市赤十字病院・益田地域医療センタ

ー医師会病院及び松ヶ丘病院を核とした

医療機関の連携による地域医療の確保 

救急医療体制の充実 

国民健康保険財政の健全運営 

地域医療包括ケアシステムの推進 

13 

17 

 

18 

無医地区などの地域医療体制の充実 

市民ニーズに対応した各種介護・障がい福

祉サービスの体制の充実 

高齢者や障がい者が安心して生活できる

環境づくり 

基本
目標 
Ⅱ 
▲ 

1 

2 

3 

 

4 

 

5 

6 

7 

 

12 

13 

 

15 

 

16 

18 

地域ぐるみでの教育の推進 

確かな学力の向上を目指した教育の推進 

子どもの可能性を伸ばす、個別最適化の

推進 

ふるさとを愛し、誇りを持つ心を育てる

教育の推進 

豊かな心をはぐくむ教育の推進 

教育環境の整備・活用 

ライフキャリア教育の推進による生きる

力の育成 

気軽に読書に親しめる環境の整備 

豊かな歴史・文化資源の保存・継承・調

査・活用 

島根県芸術文化センター「グラントワ」

を核とした芸術・文化の振興 

食への感謝の気持ちや意識・知識の向上 

安心・安全な食の提供 

 ― 

基本
目標 
Ⅲ 
● 

６ 

７ 

地産地消の推進 

地域産品の高付加価値化の推進 

９ 

 

10 

 

18 

石見臨空ファクトリーパークなどへの新

規企業の立地促進 

次代を担う若者の地元就職の促進と定着

支援 

広域連携の推進 

基本
目標 
Ⅳ 
■ 

 ― １

２

３ 

４ 

８ 

10 

安全できれいな道路環境づくり 

「グリーンライン 90」の整備促進 

高速道路網の整備促進 

国道・県道などの幹線道路の改良整備促進 

萩・石見空港路線の維持・拡大と利用促進 

高速情報通信基盤を活用した利便性の高

いサービスの推進 

基本
目標 
Ⅴ 
◆ 

10 

 

14 

15 

一般廃棄物の適正な処理とごみ分別収集

によるリサイクル及び減量化の推進 

高津川・益田川などの河川の水質保全 

森林の公益機能を維持するための適正な

管理 

４ 

11 

12 

美しい景観の保全 

下水道などの整備 

上下道施設の耐震化・更新の推進 

基本
目標 
Ⅵ 
▲ 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

生活・交通安全対策の充実 

防犯体制の充実・強化 

防災体制の充実 

地震や土砂崩れなどの自然災害対策の充実 

消防・救急・救助体制の充実・強化 

９ U・I ターンの支援 

基本
目標 
Ⅶ 
◆ 

６ 

７ 

 

健全な財政運営の推進 

公共施設の最適化と利活用の推進 

 

 

 

 

５ 市民ニーズに対応した行政サービスの向

上と職員人材育成の強化 

 
 

 

 

取組を維持していく
必要があるもの

今後も取組を
重点的に維持していく
必要があるもの

優先度が比較的
低いもの

特に重点的に改善に
取り組む必要があるもの

高

高

実

感

度

充実期待度

右記グラフは、縦軸に実感度、横軸に充実期待度を設定し、各取り組みの加重平均を算出し、４つの領

域に整理区分、充実度と今後の取組度合いの相関関係を表したものである。 

【相関図の見方】 

図の上側にあるほど実感度が高く、右側にあるほど充実期待度が高いことを示している。 

≪CS分析≫ 

 基本目標Ⅱ（教育・歴史・文化）に関する施策は実感度・充実期待度ともに高い。 

 基本目標Ⅳ（交通・通信基盤）においては、特に道路整備に関する項目の実感度が低い状況となっている。 

 充実期待度が高い施策の中で、特に実感度が高い施策は、「Ⅱ-15 島根芸術センター「グラントワ」を核とした芸術・文化の振興」となっている。一方

で、実感度が特に低く、重点的な改善が求められるのは「Ⅲ-10 次代を担う若者の地元就職の促進と定着支援」となっている。 

 「横断-4 先端技術を活用した将来にわたって暮らしやすいまちづくりの推進」は充実期待度・実感度ともに最も低い。 

実感度高・充実期待度高 

高 
充実期待度 

実感度低・充実期待度高 

実
感
度 

高 
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問７ 益田市では「誰一人取り残さない」持続可能な益田市を築くため、本市が抱える課題

の解決に向けて、市民・行政が協働で目指す「益田市版 SDGs」という目標を掲げてい

ます。この目標に対する「①目標達成実感度」と「②自身の取組実感度」について評

価してください。 

 

①目標達成実感度 

 目標達成への実感（「概ね達成した」「達成した」の合計）は最大でも 2割未満であり、全体的に更な

る推進が求められる。 

 目標達成への実感について「概ね達成した」「達成した」の合計は、「②地産地消でより豊かな生活

を：（19.2％）」が最も多く、次いで「⑥豊かな水辺環境を守ろう：（14.3％）」「④子どもも大人も一緒に

成長しよう：（9.7％）」となっている。 

 一方、目標達成の実感が低い項目は、「⑯公平・公正と安心・安全をみんなに：（1.9％）」「⑰協働で

目標や課題に取り組もう：（2.6％）」「⑨時代に適応した産業・通信基盤をつくろう（3.2％）」となって

いる。 
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②自身の取組実感度 

 各自の取組実感度（「取り組めた」「やや取り組めた」の合計）は最大でも 4割未満であり、全体的に

市民の地域づくり、まちづくりの意識醸成が必要である。 

 各自の取組の実感について、「取り組めた」「やや取り組めた」の合計は、「②地産地消でより豊かな

生活を：（36.3％）」が最も多く、次いで「⑤「自分らしく」を尊重しよう：（19.2％）」「⑥豊かな水辺環境

を守ろう：（19.2％）」となっている。 

 一方、取組の実感が低い項目は、「⑰協働で目標や課題に取り組もう：（8.9％）」「⑯公平・公正と安

心・安全をみんなに：（8.6％）」「⑨時代に適応した産業・通信基盤をつくろう（10.2％）」となってい

る。 
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問８ 人口減少・少子高齢化が進行する中でも、産業の生産性向上や、市民生活を豊かにしてい

くために、AIや ICT技術等のデジタル技術をまちづくりに有効活用していくことが重要となっ

ています。あなたは、AI や ICT 技術、デジタル技術を益田市で今後活用していく上で、特に

どのような分野に重点を置くと良いと思いますか。あてはまる番号３つまで○をつけてくださ

い。 

 「遠隔医療などの医療・健康・福祉への活用：（60.5％）」が最も多く、次いで「災害予測などの災害対策

への活用：（41.0％）」「遠隔による見守りなどの防犯への活用：（32.0％）」となっている。 

 

【その他の回答】 

 最近、あちこちでサルの出没を多く聞きます。これは厄介なようでＡＩやいろいろな技術を使って駆除でき

ませんか。 

 大型店舗の誘致、ホームステイ（国内外問わず）受入れ制度 

 物価高対策、賃上げ 

 AI に人口増加を考えてもらい、人間がデータをもらい、精査し、考え、実行 
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益田市の自慢できるところ、きらいなところ 

問９ 益田市の『良さ(自慢できるところ)』について、あてはまる番号5つまで〇をつけてください。 

 「風土や気候が良い：（65.2％）」が最も多く、次いで「一級河川高津川などの豊富な水資源：（54.4％）」

「山々や田園風景などの自然環境：（49.0％）」となっている。 

 

【その他の回答】 

 何ひとつない(全くない)：2 件 

 地震が少ない、特に直下型 

 人が少ないこと 

 あとありません。 

 遊具が少ない 

 大きな災害が少ない 

 災害が少なく住みやすい 

 星空の良さ（自然環境） 
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問１０ 益田市の『不満(きらいなところ)』について、あてはまる番号 5つまで〇をつけてください。 

 「公共交通（空港、鉄道、バス）の利便性：（52.1％）」が最も多く、次いで「医療機関の利便性や充実：

（46.0％）」「就職環境：（35.6％）」となっている。 

 

【その他の回答】 

 市の魅力を活かしきるため、市民の声を積極的に取り上げてほしい。 

 特になし 

 遠田町に公園がない、道の駅がほしい。 

 市に核となるものが見当たらない、中世のまち、サイクリングも中途半端 

 空き家が多い 

 市長の行動力 

 有名店が少ない。吉野家、丸亀製麺、ココイチ、ジョイフル、GU、ファミリーマート、スシロー、ドトールコー

ヒー。若者が集まる有名店を益田に呼ばないと、じじいとばばあが増えますよ。 

 東町はバスが通らない。アンケートはもう少し分かりやすく少なくしてください。 

 道路などの環境整備 

 地域でやれることがない 

 行政が動かない。市役所など市民におしつける。 

 図書館の蔵書が少ない 

 熊やサル等の害獣 
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■調査票 
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